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STEP-IT工法
（先端スクリューを用いた静的締固め工法）施工基盤面下20m程度（機械仕様による）

緩い砂質地盤 

φ700mm 

対 象 地 盤

適 用 項 目 適 用 範 囲 備 考

造 成 杭 径 

改 良 深 度 

使 用 材 料

地 盤 強 度
（ 中 間 層 ）   

砂（再生砂）、砕砂、再生砕石（RC-40)
振動式SCP工法の実績粒径加積曲線に入る材料

実績GL-10m
（STEP工法：実績　GL-16.5ｍ）

最大粒径φ40mm（実績）

実績N値　N=19N≦20程度　層厚2m程度

株 式 会 社 熊 谷 組 、 日 本 海 工 株 式 会 社



　STEP-IT工法（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
は、既存の“インナースクリューを用いたSTEP工法（建設技術審査証明（一般土木工法 技審証32号））”で確立したス
クリューを利用した締固め砂杭の造成技術を活用して、新たに開発した低振動、低騒音で緩い砂質地盤中に拡径、締固め
された砂杭を造成し、地盤の密度増大を図る地盤改良工法です。本工法は、回転駆動するケーシングパイプを引き抜きな
がら、排出した材料（砂、砕砂、再生砕石等）をケーシングパイプ先端に固定した逆テーパー形状の先端スクリューで強
制的に下方へ圧入し、拡径、締固めされた砂杭を地盤中に造成します。

　ケーシングパイプの貫入、引き抜きおよび締固め砂杭の造成には回転駆動装置を用いることで、周辺環境への影
響が少なく、敷地境界から5m程度の離隔距離で騒音・振動規制基準値を満足します。

１． 周辺環境への影響が少ない密度増大工法です。

　ケーシングパイプ内の材料天端をマイクロウェーブ式レベル計で捉える新型の施工管理システムにより、リアル
タイムで精度良く出来形を管理できます。さらに、本システムの採用により材料投入時等の手動操作がほとんど不
要となり、施工性が向上します。

２． 施工性、品質管理の向上を図った工法です。

　オーガモーターの換算トルク値（モーターの電流値から換算）を用いて、杭芯の締まり具合をリアルタイムで確
認できます。

３． 杭芯の締まり具合が確認できる工法です。

　杭間実測Ｎ値は、振
動式SCP工法の設計法
（方法Cおよび方法D）※

で計算される杭間計算
Ｎ値と概ね同等である
ことを確認しました。
　また、本工法と締固
めメカニズムが同じ
STEP工法の実績と比
較しても、計算N値と
実測N値の関係が同じ
ような傾向であること
を確認しました。

※振動式SCP工法の設計法（方法Cおよび方法D）：
　日本道路協会　道路土工　軟弱地盤対策工指針（平成24年度版）

１． 振動式SCP工法の杭間強度（計算N値）と同等程度であることの確認

　振動・騒音レベルは、敷地境界付近からの離隔距離がそれぞれ5m程度で振動・騒音規制基準値を満足することを
確認しました。また、本工法と締固めメカニズムが同じSTEP工法の実績と比較しても、振動・騒音レベルが同程度
であることを確認しました。

２． 低振動・低騒音であることの確認
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Screw Torsion-Environmental Compaction Pile Method-Inverse Tapered Type Tip Screw
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